
長久手愛知県館 あいち・おまつり広場

新城設楽地域の日
０５．９．２４（土）

催事概要
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１．実施概要

◎催事名称

◎開催日時

◎会 場

◎主 催

◎１ｄａｙプロデューサー

◎イベントタイトル

◎事前参加型プログラム

◎当日プログラム

新城設楽地域の日 Ｓｈｉｎｓｈｉｒｏｓｈｉｔａｒａ Region Day

２００５年９月２４日（土） ９：３０～１９：００（予定）

愛・地球博 長久手愛知県館 あいち・おまつり広場

新城設楽地域の日実行委員会
■新城市、設楽町、東栄町、豊根村、富山村、津具村、
鳳来町、作手村

大林宣彦氏（映画作家）

｢地球の“たから”、見つけた！
～１％の人々からのメッセージ～｣

｢ビデオドラマ～地球の“たから”、見つけた！｣の制作
および子ども出演者の募集

■主人公の水の精（海部地域の日に登場）が、新城設楽の
豊かな自然と伝統文化、そしてそれらを必死になって守っ
てきた人々の物語を、地球にとってかけがえのない“たから
もの”として紹介します。

■当ビデオドラマに出演したい子どもたちを募集します。
ドラマ撮影へ立ち会うことで森と水の大切さや、地域の大人
たち、先人たちの偉大なる営みを知っていただきます。

【ステージプログラム】

プログラム【１】

｢ビデオドラマ～地球の“たから”、見つけた！｣の上映（約２０分）

プログラム【２】

｢自然化する文化 新城設楽の四季」のタイトルのもと、
各市町村の伝統文化を披露。
■一つひとつのステージがいかに地域の自然と密接に関わって
生まれたものかをアピールするため、背景となった地域の自然
の映像をあわせて上映。

※プログラム【１】とプログラム【２】を交互に行うことを基本とします。

【あいちふるさと自慢市】

「地球の“たから”見本市」

■この地域にしかない自然の恵みや、自然の力をうまく引き出す
人々の技や知恵など、後世に残したいさまざまな“たから”を集
めて披露します。（ワークショップ、現物展示、パネル展示など）
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２．基本コンセプトと構成

■ イベントタイトルとコンセプト ■

地球の“たから”、見つけた！
～１％の人々からのメッセージ～

愛知県民の総人口約７００万人に対し、新城設楽地域に住む人たちの数は、その１％の

約７万人にすぎません。 ところが、その１％の人々が預かる県土の面積は非常に広く、

その大半を占める山々を少ない人数で必死になって守っているという構造がそこにはあ

ります。

こうした現実を背景に、「新城設楽地域の日」では、地域に住む子どもから高齢者までが

ふるさとをもう一度見つめ直し、「ここに、こんな連中が、昔からある自然を大切にしながら

一生懸命生きているということ」を、至極普通に素直に表現し、森の豊かさに支えられている

残り９９％の大半の愛知県民、そして全国、世界から集まる万博来場者に「地球の“たから”」

とは何かを強くメッセージします。

■ 事前参加型プログラム ■

ビデオドラマ～地球の“たから”、見つけた！

「水から始まる物語 海部地域の日」で、都市近郊の平野部・水郷地帯を案内し、最後は
海へと旅立っていく「水の精（水の旅人号のバスガイド）」が、雨となって新城設楽地域に
降り注ぎ、今度は“森の物語”の案内役としてふたたび登場します。
雨は山々の生き物たちを潤し、土の中にしみこみ貯えられ、その後湧き水となって少しずつ
流れだし小川を作ります。
水の精は、自然を大切にしながら暮らしている地域のこどもたちやお年寄りとの感動的な
出逢いを重ねながら、新城設楽の旅を続けていきます。

【監修・脚本補助】 大林宣彦１ｄａｙプロデューサー

【水の精】 竹中友紀子
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２．基本コンセプトと構成

■ ステージプログラム ■

自然化する文化 新城設楽の四季（仮称）

「新城設楽地域には、天竜・矢作・豊川の３つの水系と、その川の流れを作る深い山々が

あります。

この水流沿いにみちが開け、人と文化の往来が始まりました。

新城設楽地域には、中世の頃から続く伝統芸能が多く残されていますが、それは伝統芸能

の多くが自然と密接に関わるものであり、その自然が当時と変わらない姿で今も残されて

いるからだと思います。（新城市アンケート文引用）」

このように、当地域の伝統芸能は、季節ごとに移ろう自然景観や自然の秘めたるちからに

対する人々の畏敬の念であったり、実りに対する感謝であったりと、多くが自然とともに生まれ、

受け継がれてきたものであると言えるでしょう。

これは、伝統文化が１年の四季（自然）の中にしっかり組み込まれているということであり、

言い換えれば「文化が自然化」していることに他なりません。

人が自然を大切に育み、また人が自然に大切に育まれているという相関関係を持った

当地域が、その象徴としての伝統芸能を各市町村からピックアップし、それらが生まれた

背景としての個々の自然映像と同時にライブ展開することによって、「自然との共生」を

強くメッセージするのです。
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